
 

船舶インシデント調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（マスト折損） 

発生日時 令和７年１１月３０日 １２時５０分頃 

発生場所 福岡県糸
いと

島
しま

市志摩
し ま

芥屋
け や

野辺埼西南西方沖 

 筑前姫島港東防波堤灯台から真方位１１３°１.１海里付近 

 （概位 北緯３３°３３.６′ 東経１３０°０４.４′） 

インシデントの概要 プレジャーヨットこがね丸Ⅱ
ツー

は、帆走中にマストが折損して、運航

不能となった。 

インシデント調査の経過 令和８年１月２８日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーヨット こがね丸Ⅱ、５トン未満（長さ８.５５ｍ） 

 ２７１－９１２６福岡、個人所有、昭和５４年３月進水 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南西、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約１ｍ、潮汐 上げ潮の初期 

 インシデントの経過  本船（セーリングクルーザー）は、船長が１人で乗り組み、糸島市

姫島付近で航走していた。 

 船長は、右舷方から風を受けて左舷方にフルセール（受ける風に対

して全てのセールを展開している状態）として帆走していたところ、

高さ約１１.５ｍのアルミニウム製のマストが甲板上の付け根から折

損して左舷方に倒れた。 

 船長は、マストを支えるためのステンレスワイヤ（マスト頂部から

左右の甲板に展張）を船体に固定している両舷のステンレス製の

チェーンプレートのうち、右舷側のチェーンプレート（以下「本件プ

レート」という。）が破断し、甲板から外れていることを認めた。 

（図１、２、写真１、２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 本船の概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 本件プレートの概略図 

 

 

 

 

 

写真１ 左舷のチェーンプレートの取付状況（甲板上） 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 本件プレートの破断状況 

 

船長は、セールの付いたマストが重く海面から引き上げることがで

きず、また、機関を使用しても舵での操船が思いどおりにならないお

破断した本件プレート ステンレスワイヤ 
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それがあったことから、航行不能と判断し、漁業協同組合に救助を要

請した後、海上保安庁に本インシデントの発生を通報した。 

本船は、水難救済会所属の漁船によってえい
．．

航され、出港地に戻っ

た。 

船長は、平成１４年１２月に本船を中古で購入後、チェーンプレー

トを交換したことがなく、進水から約４６年が経過している本船の

チェーンプレートがいつから使用されているものか分からなかった。 

分析 本船は、約２０年以上チェーンプレートの交換が行われていなかっ

たことから、本件プレートが経年劣化していたものと考えられる。 

本船は、左舷方にフルセールで帆走中、本件プレートが破断したこ

とから、マストを支えることができなくなり、マストが折損して倒

れ、運航不能となったものと考えられる。 

原因 本インシデントは、本船が左舷方にフルセールとして帆走中、経年

劣化していた本件プレートが破断したため、マストが折損して倒れた

ことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・ヨットの船長等は、チェーンプレート等船体各部の劣化状況等を

適切に点検し、航行に支障がある劣化等が認められる場合には、

早めに修繕すること。 

 


